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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査

　
　
　
ー
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
の
審
査
報
告
に
関
連
し
て
ー中

村

洗

五四　　一　　扁　　＿　　　　　　　　叫

　　　一　　『
は
じ
め
に

レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
・
事
実
の
概
要

審
査
委
員
会
の
構
成
、
任
務
と
手
続

審
査
委
員
会
報
告
書
の
概
要

お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
制
度
は
、
一
九
世
紀
末
頃
の
二
国
間
の
国
境
事
件
紛
争
処
理
委
員
会
に
由
来
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
一
般
的
に
、
一
八
九
九
年
の
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
又
は
一
九
〇
七
年
の
第
二
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
採
択
さ
れ

た
「
国
際
紛
争
平
和
処
理
条
約
」
第
三
章
に
規
定
さ
れ
、
国
際
裁
判
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
が
、
今
目
な
お
命
脈
を
保
つ
て
い
る
。

　
　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
七
　
　
（
五
八
五
）
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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
八
　
　
（
五
八
六
）

　
ハ
ー
グ
条
約
に
も
と
づ
く
事
実
審
査
は
、
紛
争
当
事
国
間
の
直
接
交
渉
の
後
、
と
く
に
当
面
の
紛
争
が
、
単
に
事
実
上
の
見
解
が
異
つ
た
こ
と

か
ら
生
じ
た
問
題
で
あ
み
場
合
に
は
、
国
際
審
査
委
員
会
を
設
け
、
そ
の
審
理
に
よ
つ
て
事
実
問
題
を
明
か
に
し
、
紛
争
の
解
決
を
容
易
に
す
る

手
続
と
さ
れ
て
い
る
Q

　
国
際
紛
争
は
、
通
常
、
法
的
局
面
と
事
実
的
局
面
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
紛
争
の
主
題
を
法
律
問
題
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
事
実

問
題
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
紛
争
が
あ
る
。
こ
の
種
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
も
つ
ば
ら
事
実
問
題
を
紛
争
の
主
題
と
し
て
、
第
三
者
機
関
に
事
実

を
明
か
に
す
る
こ
と
を
委
ね
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
事
実
認
定
を
基
礎
に
紛
争
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
が
、
裁
判
に
付
託
し
て
紛
争
の
解
決
を
は

か
る
よ
り
も
よ
り
優
つ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
国
際
審
査
委
員
会
は
、
ハ
ー
グ
条
約
の
規
定
の
う
え
で
は
、
公
平
誠
実
な
審
理
に
よ
つ
て
事
実
問
題
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
、
委
員

会
の
報
告
書
は
単
に
事
実
の
認
定
に
止
ま
り
、
裁
判
判
決
の
性
質
を
も
た
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
実
問
題
を
明
か
に
す
る
こ
と

を
委
ね
ら
れ
た
審
査
委
員
会
は
、
実
務
上
、
紛
争
当
事
国
の
明
示
的
又
は
黙
示
の
要
請
に
応
じ
て
、
単
に
事
実
を
明
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
任
務
を
事
実
認
定
に
伴
う
法
的
評
価
に
拡
大
し
て
、
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
勧
告
的
示
唆
を
行
う
傾
向
を
示
し
て
き
た
。
し
か
も
裁
判
判
決

の
性
質
を
も
た
な
い
委
員
会
の
報
告
が
、
紛
争
当
事
国
に
よ
つ
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
紛
争
の
解
決
に
寄
与
し
て
き
た
。

　
一
九
世
紀
の
最
終
年
に
起
源
を
も
ち
、
国
際
紛
争
平
和
処
理
条
約
に
ち
な
ん
で
、
ハ
ー
グ
モ
デ
ル
と
呼
ぽ
れ
て
い
る
国
際
審
査
委
員
会
制
度

は
そ
の
長
い
歴
史
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
紛
争
が
こ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
例
は
、
現
在
ま
で
僅
か
に
五
件
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
わ
ち
、
日
露
戦
争
中
の
事
件
と
し
て
、
わ
が
国
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
、
ド
ッ
ガ
ー
パ
ン
ク
事
件
（
一
九
〇
五
・
イ
ギ
リ
ス
対
・
シ
ア
）
を
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
し
て
、
イ
タ
リ
ー
・
ト
ル
コ
戦
争
中
の
、
タ
ビ
ニ
ァ
ノ
号
・
カ
ム
ー
ナ
号
・
ゴ
ー
冒
ア
号
事
件
（
一
九
二
一
・
フ
ラ
ソ
ス
対
イ
タ
リ
ー
）
、
第
一
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

大
戦
中
の
、
タ
イ
ガ
ー
号
事
件
（
一
九
一
八
・
ス
ペ
イ
ソ
対
ド
イ
ッ
）
、
チ
ュ
バ
ソ
チ
ア
号
事
件
（
一
九
二
二
．
オ
ラ
ソ
ダ
対
ド
イ
ッ
）
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
の
事
件
も
、
戦
時
に
お
い
て
交
戦
国
の
軍
艦
が
中
立
国
船
を
攻
撃
し
た
事
件
に
関
係
し
て
い
た
た
め
、
審
査
は
も
つ
ぽ
ら
こ
の
種
の
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海
事
事
件
に
適
す
る
紛
争
解
決
手
段
と
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
チ
ュ
バ
ン
チ
ア
号
事
件
の
審
査
以
来
、
四
〇
年
の
空
白
期
間
を
お
い
て
、
国
際
審
査
委
員
会
は
、
デ
ソ
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
の
合
意
に
も

と
づ
い
て
付
託
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ロ
ー
ル
漁
船
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
掌
捕
に
関
す
る
事
件
を
審
査
し
、
六
二
年
三
月
二
三
日
そ
の
報

告
書
を
両
国
政
府
に
提
示
し
た
。

　
レ
ツ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
の
審
査
は
、
従
来
の
審
査
事
件
と
種
々
な
局
面
で
異
な
つ
た
特
徴
を
示
し
て
、
現
代
の
国
際
社
会
に
お
け
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

際
審
査
制
度
の
動
向
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
）
　
国
際
紛
争
平
和
処
理
条
約
第
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
　
締
約
国
（
又
は
記
名
国
）
ハ
、
名
誉
又
ハ
重
要
ナ
ル
利
益
二
関
係
セ
ス
、
単
二
事
実
上
ノ
見
解
ノ
異
ナ
ル
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
国
際
紛
争
二
関
シ
、
外
交
上
ノ
手
段
二
依
リ
妥
協
ヲ

　
　
逐
ク
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
シ
当
事
者
力
事
情
ノ
許
ス
限
、
国
際
審
査
委
員
会
ヲ
設
ケ
、
之
ヲ
シ
テ
公
平
誠
実
ナ
ル
審
理
二
依
リ
テ
事
実
問
題
ヲ
明
ニ
シ
、
右
紛
争
ノ
解
決
ヲ
容
易

　
　
　
ニ
ス
ル
ノ
任
二
当
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
有
益
ニ
シ
テ
且
希
望
ス
ヘ
キ
コ
ト
ト
認
ム
。

（
2
）
　
横
田
喜
三
郎
『
国
際
判
例
研
究
皿
』
　
有
斐
閣
　
昭
和
五
六
年
　
二
四
七
ー
二
五
五
頁
。

（
3
）
　
横
田
喜
三
郎
『
前
掲
書
』
　
二
五
六
ー
二
五
九
頁
。

（
4
）
盟
㍗
斎
・
8
〈
り
2
‘
↓
蕊
鞘
§
ミ
き
晦
o
、
、
ミ
ミ
醤
禽
馬
§
ミ
b
蹄
廿
ミ
霧
ξ
ミ
ミ
菖
。
、
噛
鳶
ミ
遷
矯
（
ぢ
鐸
y
箸
。
一
伊
①
！
嵩
ρ

（
5
）
　
横
田
喜
三
郎
『
前
掲
書
』
　
二
六
〇
1
二
六
八
頁
。
0
3
ρ
》
；
．
．
○
σ
ω
o
貰
磐
δ
霧
の
霞
q
器
0
3
鼠
8
ぎ
3
旨
鉾
δ
暴
δ
”
r
、
ゆ
翰
巴
お
α
信
｝
肖
零
蒔
匿
8
．
、
、
、
・
ミ
箏

　
ミ
§
鴫
禽
o
§
ミ
跨
亀
、
黛
壕
黛
風
添
醤
亀
、
§
勉
y
（
お
①
G
o
）
り
O
も
・
8
ー
一
一
P

（
6
）
筆
者
は
、
昨
（
八
二
）
年
一
〇
月
一
六
・
七
の
両
日
、
中
央
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
法
学
会
の
第
八
五
年
次
秋
季
大
会
に
お
い
て
、
統
一
テ
ー
マ
「
国
際
紛
争
の
解
決
方

　
式
」
の
も
と
で
、
　
「
国
際
紛
争
に
お
け
る
非
司
法
解
決
手
続
の
意
義
ー
混
合
紛
争
の
概
念
と
審
査
・
調
停
1
」
と
題
し
て
報
告
を
行
つ
た
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
一
九
八
三
年
一
月

　
一
五
日
号
（
恥
七
八
二
）
一
一
七
i
一
二
四
頁
）
。
本
稿
は
、
右
報
告
で
言
及
し
た
審
査
例
の
う
ち
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
の
詳
論
で
あ
る
。

ニ
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
・
事
実
の
概
要

レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
i
号
事
件
の
事
実
の
概
要
は
、

　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
o

三
三
九
　
　
（
五
八
七
）

339



　
　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
〇
　
　
（
五
八
八
）

　
一
九
六
一
年
五
月
二
九
日
、
夜
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ロ
ー
ル
漁
船
・
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
《
殉
8
9
5
銭
R
V
号
が
、
一
九
五
九
年
四
月
二
七

　
　
　
　
へ
ー
）

日
の
交
換
公
文
に
よ
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
漁
船
の
漁
業
を
禁
止
し
た
、
フ
ェ
・
ー
ズ
諸
島
の
海
岸
（
又
は
領
海
基
線
）
か
ら
青
色
の
線
（
六
海
里
）
ま
で

の
海
域
に
お
い
て
漁
業
を
行
つ
て
い
た
と
の
理
由
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
・
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
《
Z
芭
の
国
浮
窃
窪
V
号
に
よ
つ

て
掌
捕
さ
れ
た
。

　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
フ
ェ
・
ー
ズ
諸
島
の
裁
判
所
で
の
審
判
の
た
め
に
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
に
従
つ
て
、
ト
ル
ス
ハ
ウ
ン

（
↓
ぎ
窃
訂
善
）
に
行
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
掌
捕
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
か
ら
、
劇
①
象
大
尉
と
民
8
隠
兵
曹
が

レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
に
従
つ
て
進
行
し
た
後
、
掌
捕
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
進
路
を
変
更
し
外
海
へ
逃
走
し
よ
う
と
し
た
。

　
二
；
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
を
追
跡
し
、
発
砲
し
、
停
船
を
命
じ
た
。
レ
ツ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
軽
微
な
損
傷

を
受
け
た
が
、
な
お
逃
走
を
続
け
、
両
船
は
、
フ
ェ
・
ー
ズ
諸
島
と
オ
ー
ク
ニ
ー
（
9
ざ
亀
）
諸
島
の
ほ
ぼ
中
間
の
公
海
上
で
、
事
態
の
処
理
に
向

つ
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
《
浮
o
昏
＝
凝
①
V
号
と
漁
業
監
視
船
《
≦
0
9
8
V
号
に
遭
遇
し
た
。
漁
業
監
視
船
か
ら
五
名
の
士
官
が

二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
赴
き
、
洋
上
会
談
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
談
の
結
果
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
に
拘
禁
さ
れ
て
い
た
デ
ソ
マ
ー
ク
の

乗
組
員
を
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
引
渡
し
た
。
レ
ツ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
フ
ェ
・
ー
ズ
諸
島
に
連
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ア
バ
ジ
ー
ン

（
》
σ
R
号
9
）
に
向
つ
た
Q

　
こ
の
事
態
に
対
し
て
、
デ
ソ
マ
ー
ク
政
府
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
海
岸
沖
三
海
里
ま
で
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号

を
継
続
追
跡
し
て
、
そ
の
掌
捕
を
象
徴
す
る
た
め
、
そ
の
海
域
に
暫
時
滞
船
す
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
漁
業
監
視
に
当
る
デ

ン
マ
ー
ク
艦
船
の
乗
組
員
は
、
今
後
違
反
外
国
船
の
臨
検
に
向
う
場
合
に
は
、
武
器
を
携
帯
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
政
府
は
、
六
二
年
五
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
、
こ
の
事
件
の
解
決
の
た
め
の
交
渉
を
行
つ
た
。
交
渉
の
結
果
、
両

340



国
は
、
事
件
の
事
実
に
つ
い
て
意
見
の
差
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
事
件
の
事
実
を
確
か
め
る
た
め
に
国
際
審
査
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
事
件
は
、
そ
の
解
決
の
た
め
国
際
審
査
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
Q

　
（
1
）
　
交
換
公
文
の
正
式
名
は
、
一
九
〇
一
年
六
月
二
四
目
の
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
の
周
辺
の
漁
業
に
関
す
る
協
定
を
修
正
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
心
九
五
五
年
四
月
二
二
日
に
デ
ン
マ

　
　
ー
ク
と
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
で
行
わ
れ
た
交
換
公
文
の
更
新
に
関
す
る
一
九
五
九
年
四
月
二
七
日
の
交
換
公
文
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
交
換
公
文
は
、
領
海
の
幅
員
及
び
漁
業
水
域
の
範
囲
を
規
制
す
る
一
般
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
ま
で
の
間
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
の
周
辺
の
漁
獲
の
臨
時
的
規
制
を
取
き
め
た
も

　
　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
i
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
権
限
の
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
当
局
又
は
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
当
局
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
登
録
さ
れ
た
船
舶
を
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
の
海
岸
と
こ
の
交
換
公
文
に
附

　
　
属
す
る
地
図
に
引
か
れ
た
青
色
の
線
と
の
間
の
区
域
に
お
け
る
漁
獲
か
ら
排
除
す
る
こ
ど
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
五
　
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
登
録
さ
れ
た
船
舶
が
、
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
周
辺
の
水
域
に
お
い
て
伝
統
的
に
漁
獲
を
行
つ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
そ
の
船
が
ー
に
い

　
　
う
青
色
の
線
と
こ
の
交
換
公
文
に
附
属
す
る
地
図
に
赤
色
の
点
線
で
表
示
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
海
岸
沿
い
の
低
潮
線
か
ら
【
二
海
里
に
引
か
れ
た
線
と
の
間
の
区
域
に
お

　
　
　
い
て
引
続
き
漁
獲
を
行
う
こ
と
に
対
し
異
議
を
申
し
立
て
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
…
虚
r
斑
省
略
…
…

　
　
　
壷
　
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
法
に
お
け
る
領
水
の
境
界
画
定
又
は
漁
業
問
題
に
関
す
る
排
他
的
管
轄
の
限
界
に
つ
い
て
い
ず
れ
の
締
約
国
が
有
す
る
見
解
を
も
害

　
　
す
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
．
…
哺
以
下
省
略
。
・
…
・

　
　
　
な
お
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
交
換
公
文
を
、
五
九
年
イ
ギ
リ
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
漁
業
協
定
と
略
称
す
る
。
ち
な
み
に
こ
の
協
定
は
、
六
三
年
四
月
二
八
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
が
終
了

　
　
　
を
通
告
、
六
四
年
四
月
二
八
日
に
失
効
し
た
。
団
o
名
①
9
鳩
U
．
類
‘
↓
鳶
卜
黛
ミ
剣
ミ
馬
憩
Q
｝
（
ご
爲
y
P
一
9

　
　
（
2
）
　
事
実
の
概
要
は
、
切
鴛
ー
く
鎚
8
〈
、
2
ご
『
漕
鳶
貸
醤
ミ
ミ
偽
鳳
、
ミ
ミ
嵩
禽
ご
醤
ミ
b
詠
特
ミ
塁
守
短
ミ
器
§
禽
～
言
ミ
遷
暢
（
ご
濯
y
署
・
嵩
ア
お
9
等
に
よ
っ
て
記

　
　
述
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
審
査
委
員
会
の
構
成
、
任
務
と
手
続

341

レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
を
国
際
審
査
委
員
会
に
付
託
す
る
合
意
は
、

　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査

一
九
六
一
年
一

一
月
一
五
日
の
デ
ソ
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
間
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
一
　
　
（
五
八
九
）



　
　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
二
　
　
（
五
九
〇
）

　
（
1
）

換
公
文
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
。
審
査
付
託
の
た
め
の
交
換
公
文
は
、
委
員
会
の
構
成
、
委
員
会
の
任
務
、
委
員
会
の
手
続
、
委
員
会
の
報
告
、

そ
し
て
費
用
等
を
定
め
て
い
る
・

　
審
査
委
員
会
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ゥ
・
ヴ
ィ
シ
ヤ
ー
（
9
壁
8
留
≦
馨
箒
吋
）
教
授
、
ア
ソ
ド
レ
・
グ
ロ
（
》
＆
．
ひ
○
．
。
．
）
教
授
、
C
．
モ
ー

レ
ソ
ブ
ル
フ
（
蜜
8
ぎ
冨
お
げ
）
海
将
を
も
つ
て
梅
成
さ
れ
、
委
員
長
は
、
デ
ゥ
・
ヴ
ィ
シ
ャ
ー
教
授
と
さ
れ
た
。
デ
ゥ
・
ヴ
ィ
シ
ャ
ー
教
授
は
、

ベ
ル
ギ
ー
国
籍
で
ル
ー
パ
ン
大
学
教
授
、
グ
・
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
法
律
顧
問
、
モ
ー
レ
ン
ブ
ル
フ
海
将
は
、
オ
ラ
ソ

ダ
国
籍
で
船
舶
監
督
長
官
の
職
に
あ
つ
た
。

　
こ
の
審
査
委
員
会
の
構
成
は
、
従
来
の
審
査
委
員
会
の
構
成
と
比
較
し
て
特
徴
が
あ
る
。
審
査
委
員
会
は
、
ハ
ー
グ
条
約
の
規
定
で
は
、
常
設

仲
裁
裁
判
所
の
構
成
を
準
用
し
て
、
当
事
者
の
別
段
の
合
意
の
な
い
と
ぎ
は
、
当
事
者
は
各
自
二
人
の
審
査
委
員
を
指
定
し
、
そ
の
内
一
人
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

り
自
国
民
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
ド
ッ
ガ
ー
バ
ソ
ク
事
件
で
は
、
フ
ラ
ソ
ス
国
籍
の
委
員
を
委
員
長
と
し
、
ア
メ
リ
ヵ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
・
ハ
ソ
ガ
リ
ー
国
、
イ
ギ

リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
五
人
の
委
員
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
構
成
は
、
チ
ュ
パ
ン
チ
ア
号
事
件
の
審
査
委
員
会
で
も
採
用
さ
れ
、
ス
イ
ス

国
籍
の
ホ
フ
マ
ソ
（
＝
＆
馨
唇
）
教
授
を
委
員
長
と
し
、
デ
ソ
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
ド
イ
ッ
の
五
人
の
委
員
を
も
つ
て
構
成

さ
れ
た
。
タ
ビ
ニ
ァ
ノ
号
事
件
の
委
員
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
委
員
を
委
員
長
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
の
委
員
の
三
人
を
も
つ
て
構
成

さ
れ
、
ま
た
タ
イ
ガ
ー
号
事
件
の
委
員
会
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
籍
の
委
員
を
委
員
長
と
し
、
ス
ペ
イ
ソ
、
ド
イ
ッ
の
委
員
の
三
人
を
も
つ
て
構
成

さ
れ
た
。

　
国
際
審
査
委
員
会
の
構
成
は
、
五
名
に
せ
よ
、
三
名
に
せ
よ
、
従
来
す
べ
て
紛
争
当
事
国
の
い
わ
ゆ
る
国
籍
委
員
を
含
ん
で
い
た
し
、
ま
た
委

員
は
、
チ
ュ
バ
ソ
チ
ア
号
事
件
の
委
員
会
の
長
を
務
め
た
、
ホ
フ
マ
ソ
教
授
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
す
ぺ
て
海
軍
の
高
級
士
官
の
職
に
あ
る
者

を
選
任
し
て
ぎ
た
。
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レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
i
号
事
件
の
審
査
委
員
会
は
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
紛
争
当
事
国
の
国
籍
委
員
を
含
ま
ず
、
紛
争
当
事
国
が
合
意
に
よ
つ

て
三
人
の
委
員
を
指
名
し
、
し
か
も
委
員
の
多
数
を
国
際
法
の
専
門
家
と
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
委
員
会
が
、
最
大
限
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

良
心
と
公
正
さ
を
も
つ
て
、
紛
争
当
事
国
か
ら
独
立
し
て
、
事
実
を
決
定
す
る
た
め
の
構
成
が
と
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
審
査
委
員
会
の
任
務
は
、
交
換
公
文
㈲
に
お
い
て
次
の
事
項
を
調
査
し
、
か
つ
両
国
政
府
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　
ω
　
一
九
六
一
年
五
月
二
九
日
、
夜
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ロ
ー
ル
漁
船
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
掌
捕
さ
れ
る
に
至
つ
た
事
実
。
レ
ッ
ド
ク
ル

セ
イ
ダ
ー
号
が
一
九
五
九
年
四
月
二
七
日
の
交
換
公
文
に
よ
つ
て
設
定
さ
れ
た
フ
ェ
・
ー
ズ
諸
島
周
辺
の
漁
業
に
関
す
る
両
国
間
の
協
定
に
付
属

す
る
地
図
上
の
青
色
の
線
の
内
側
に
お
い
て
漁
業
し
て
い
た
か
又
は
そ
の
漁
具
を
格
納
し
な
い
で
い
た
か
を
含
む
。

　
㈲
　
掌
捕
の
情
況
、
及
び

　
圃
　
掌
捕
後
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
ア
バ
ジ
ー
ソ
に
達
す
る
ま
で
に
起
つ
た
事
実
と
出
来
事
。
・

　
こ
の
審
査
委
員
会
が
調
査
し
報
告
す
べ
き
問
題
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
掌
捕
に
至
つ
た
事
実
、
掌
捕
の
情
況
及
び
そ
の
後
に
生
じ
た

事
実
と
出
来
事
で
あ
り
、
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
調
査
し
報
告
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
た
。
従
つ
て
こ
の
委
員
会
の
任
務
は
、
ド
ッ

ガ
ー
バ
ン
ク
事
件
の
審
査
委
員
会
の
よ
う
に
、
事
件
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
情
と
く
に
責
任
の
所
在
の
問
題
及
び
そ
の
審
査
に
よ
つ
て
責
任
が
証

明
さ
れ
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
国
民
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
責
任
の
程
度
を
審
査
し
、
報
告
す
る
と
い
つ
た
、
敢
え
て
い
え
ば
法
的
責
任
の
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
4
）

査
の
任
務
を
委
託
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。

　
こ
の
委
員
会
の
第
一
の
任
務
は
、
ω
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
九
年
漁
業
協
定
附
属
地
図
上
の
青
色
の
線
の
内
側
に
お
い
て
レ
ッ
ド
ク
ル

セ
イ
ダ
i
号
が
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
か
、
漁
具
を
格
納
し
な
い
ま
ま
に
そ
の
水
域
に
い
た
か
ど
う
か
、
に
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
主
題

は
、
事
件
発
生
時
の
船
舶
の
位
置
と
行
動
に
関
係
し
て
お
り
、
タ
ビ
ニ
ァ
ノ
号
事
件
あ
る
い
は
タ
イ
ガ
i
号
事
件
の
審
査
委
員
会
の
主
題
と
類
似

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
ビ
ニ
ァ
ノ
号
事
件
に
お
け
る
審
査
対
象
は
、
掌
捕
の
行
わ
れ
た
正
確
な
地
理
上
の
点
ー
そ
の
地
点
が
領
海
内
か
公

　
　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
三
　
　
（
五
九
一
）
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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
四
　
　
く
五
九
二
）

海
か
ー
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
ま
た
タ
イ
ガ
i
号
事
件
で
は
、
潜
水
艦
に
よ
る
船
舶
の
攻
撃
・
掌
捕
そ
し
て
沈
没
し
た
地
点
が
、
海
岸

か
ら
三
海
里
の
水
域
内
か
外
か
を
認
定
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
レ
ツ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
審
査
委
員
会
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
が
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
に
停
船
命
令
を
発
し
た
時
点
に
お
い

て
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
、
青
色
の
線
つ
ま
り
六
海
里
の
水
域
の
内
に
い
て
漁
業
し
て
い
た
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
を
第
一
の
任
務
と

し
、
併
せ
て
そ
の
後
に
生
じ
た
事
件
と
出
来
事
を
審
査
す
る
任
務
を
も
つ
て
い
た
。

　
こ
の
審
査
委
員
会
の
審
査
の
手
続
は
、
ハ
ー
グ
条
約
第
三
章
の
審
査
の
規
定
を
援
用
す
る
こ
と
な
く
、
交
換
公
文
の
比
較
的
簡
単
な
規
定
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
ほ
か
は
委
員
会
が
自
主
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
紛
争
当
事
国
が
何
よ
り
も
審
査
委
員
会
の
公
正
な
審
理
に
全
幅

の
信
頼
を
お
い
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
交
換
公
文
GD
は
、
両
国
政
府
は
、
審
査
委
員
会
の
評
決
（
訟
巳
凝
ω
）
を
終
結
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
る
（
器
ぎ
＆
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

　
一
九
六
一
年
コ
月
二
一
目
、
ハ
ー
グ
に
開
か
れ
た
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
国
際
審
査
委
員
会
は
、
当
事
国
に
、
申
述
書
、
答
弁
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

提
出
を
求
め
、
六
二
年
三
月
五
日
か
ら
口
頭
弁
論
を
開
始
し
た
。
弁
論
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
側
証
拠
、
イ
ギ
リ
ス
側
証
拠
、
デ
ン
マ
ー
グ
側
口
頭
陳

述
、
イ
ギ
リ
ス
側
口
頭
陳
述
の
順
で
行
わ
れ
、
三
月
一
六
日
ま
で
の
審
理
に
お
い
て
、
デ
ソ
マ
ー
ク
側
証
人
及
び
鑑
定
人
の
喚
問
、
イ
ギ
リ
ス
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

証
人
及
び
鑑
定
人
の
喚
問
が
行
わ
れ
、
英
米
法
流
の
交
互
尋
問
も
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
審
査
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
審
理
を
終
了
し
て
、
一
九
六
二
年
三
月
二
三
日
、
ハ
ー
グ
に
お
い
て
そ
の
報
告
書
を
両
国
政
府
に
伝
達
し
た
。

　
（
1
）
　
交
換
公
文
（
国
蓉
冨
昌
鳴
9
Z
9
雷
σ
9
妻
①
雪
爵
①
O
o
お
旨
9
Φ
暮
9
昌
o
q
巳
富
α
国
ぎ
㎎
3
ヨ
亀
O
冨
磐
切
嵩
什
帥
営
磐
α
2
黛
9
Φ
導
胃
Φ
一
。
。
昌
島
き
α
爵
Φ

　
　
o
。
〈
Φ
言
目
。
暮
o
隔
9
。
囚
ぎ
覧
o
ヨ
。
h
u
窪
菖
”
詩
①
ω
鼠
σ
一
一
ω
窯
凝
”
o
。
B
昌
ω
ω
一
〇
p
。
賄
曽
ρ
鼠
藁
8
言
く
。
ω
寓
㎎
暮
。
8
濤
巴
昌
営
。
置
Φ
g
ω
鉢
Φ
g
言
。
q
爵
Φ

　
　
切
二
菖
ω
げ
＃
”
類
一
巽
、
閃
a
O
歪
舞
島
巽
、
）
は
、
た
と
え
ば
、
＜
P
一
訂
ダ
ω
F
フ
℃
、
§
欝
憶
醤
禽
ご
§
ミ
ト
貸
ミ
Q
醤
蹴
暮
鳴
、
鳩
§
鳶
ミ
O
ミ
き
（
お
8
y
署
気
㌣
ー
c
c
H
に
収
録
さ
れ

　
　
て
い
る
。

　
（
2
）
　
委
員
会
の
設
置
又
は
構
成
に
つ
い
て
、
一
八
九
九
年
条
約
第
二
条
、
一
九
〇
七
年
条
約
第
一
二
条
参
照
。
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（
3
）
↓
ぎ
葺
○
‘
．
．
け
亀
9
9
一
。
言
聲
①
算
傷
①
一
簿
摩
。
。
＆
§
α
．
曽
ρ
・
書
鼠
房
い
、
濠
葺
。
象
《
幻
＆
9
§
儀
。
》
9
、
、
瓜
§
ミ
ざ
等
§
量
匙
恥
㌢
＆

　
h
§
欝
鳩
§
黛
畿
o
§
ミ
一
ヌ
リ
（
一
8
ω
y
P
ぷ
藤
’

へ
4
）
　
横
田
喜
三
郎
　
『
国
際
判
例
研
究
　
皿
』
　
昭
和
五
六
年
　
二
四
八
頁
。

（
5
）
　
当
時
、
ー
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
一
九
〇
七
年
条
約
の
当
事
国
で
あ
つ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
九
九
年
の
条
約
の
当
事
国
で
あ
つ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
6
）
　
こ
の
規
定
が
、
ハ
ー
グ
一
八
九
九
年
条
約
第
｝
四
条
又
は
一
九
〇
七
年
条
約
三
五
条
に
い
う
、
審
査
委
員
会
の
認
定
に
対
し
如
何
な
る
結
果
を
付
す
る
べ
ぎ
か
は
全
く
当
事
者

　
の
自
由
た
る
べ
し
、
の
意
味
を
も
つ
か
、
タ
イ
ガ
ー
号
事
件
の
審
査
付
託
合
意
書
に
示
さ
れ
た
、
委
員
会
報
告
を
拘
束
的
な
も
の
と
す
る
と
の
意
味
を
も
つ
か
は
、
必
ず
し
も
明
か

　
で
は
な
い
。

（
7
）
　
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
側
代
理
人
に
は
、
ω
罵
男
轟
ま
ぴ
く
巴
一
暮
教
授
、
デ
ン
マ
ー
ク
側
代
理
人
補
佐
に
、
言
輿
9
器
霧
曾
教
授
と
い
つ
た
、
両
国
の
外
務
省
の
国
際
法
法

　
律
顧
問
の
名
が
み
い
だ
さ
れ
る
。

（
8
）
　
こ
の
委
員
会
で
実
際
に
用
い
ら
れ
た
手
続
に
つ
い
て
、
註
（
3
）
　
目
跨
の
F
　
「
前
掲
論
文
」
　
四
六
五
ー
四
六
九
頁
、
及
び
切
ミ
ー
冒
§
ミ
暢
≧
‘
↓
鳶
融
§
ミ
ミ
偽
毫

　、

ミ
ミ
蕊
禽
ご
蕊
ミ
b
房
特
ミ
8
守
箋
ミ
ミ
§
鳥
、
ミ
ミ
壕
8
（
一
鶏
“
）
　
｝
八
七
f
一
八
八
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
審
査
委
員
会
報
告
書
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
国
際
審
査
委
員
会
の
報
告
書
は
、
三
つ
の
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
掌
捕
に
導
く
に
至
つ
た
事
実
と
掌
捕
の
情

況
、
第
二
章
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
掌
捕
と
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
と
の
遭
遇
と
の
間
の
出
来
事
、
第
三
章
　
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
と
の
遭
遇
後
の
出

来
事
、
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
記
述
し
て
い
る
。
以
下
、
章
の
順
を
追
つ
て
、
報
告
書
を
抄
訳
し
て
、
そ
の
概
要
の
説
明
に
か
え
る
こ

と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
第
隅
章
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
掌
捕
に
導
く
に
至
つ
た
事
実
と
傘
捕
の
情
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
第
一
章
は
、
審
査
付
託
合
意
の
た
め
の
交
換
公
文
b
項
ω
q
⊃
の
問
題
を
あ
つ
か
う
。
六
一
年
五
月
二
九
日
一
七
時
三
七
分
に
、
フ
ェ
・
ー
ズ
海
軍
当
局
は
、

二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
、
ミ
ュ
ゲ
ネ
ス
（
蜜
話
α
Q
の
蒙
窃
）
沿
岸
警
備
局
が
、
四
隻
の
ト
ロ
ー
ル
漁
船
が
、
五
九
年
漁
業
協
定
に
示
す
青
色
の
線
内
に
い
る
ら

し
い
と
の
報
告
を
し
て
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
漁
業
協
定
に
従
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
漁
船
が
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
の
海
岸
か
ら
青
色
の
線
ま
で
の
海
域
に
お
い
て

漁
業
を
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
両
国
間
に
争
い
は
な
か
つ
た
。
従
っ
て
、
委
員
会
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
、
五
月
二
九
日
の
夜
間
に
、

　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
五
　
　
（
五
九
三
〉
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青
色
の
線
内
で
漁
業
し
て
い
た
か
又
は
漁
具
を
格
納
し
な
い
ま
ま
で
い
た
か
を
審
定
し
、
ま
た
掌
捕
の
情
況
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
委
員
会
は
、
こ
の
た
め
、
二
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
船
舶
の
位
置
と
船
舶
の
動
き
、
と
を
審
理
す
る
。

　
1
　
船
舶
の
位
置
。
デ
ン
マ
ー
ク
側
の
提
示
し
た
二
i
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
の
位
置
は
、
そ
の
艦
の
二
名
の
士
官
が
、
フ
ェ
・
ー
ズ
諸
島
の
、
岩
、
岩
壁
、
岬

を
《
号
＆
一
9
お
一
Φ
》
測
定
に
よ
つ
て
行
つ
た
も
の
で
正
確
で
あ
り
、
委
員
会
が
二
面
の
海
図
を
用
い
て
作
図
し
た
位
置
と
符
合
し
て
い
る
。
委
員
会
は
、

《
3
呂
一
①
き
σ
q
一
①
》
測
定
に
ょ
る
位
置
を
確
か
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
、
航
海
用
《
嵩
鼠
貝
ω
9
》
の
性
能
を
詳
細
に
審
理
し
た
。
と
く
に
二
ー
ル
ス
エ
ベ

セ
ソ
号
上
の
《
U
①
8
四
』
》
と
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
上
の
《
ζ
巽
8
且
菊
a
δ
い
8
象
9
マ
》
の
性
能
を
検
討
し
て
、
計
測
上
の
誤
差
を
と
も
に
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
内
と
認
定
し
、
問
題
の
船
舶
の
位
置
は
、
一
〇
海
里
の
視
界
距
離
に
つ
い
て
、
○
・
四
海
里
の
幅
内
で
正
確
さ
を
も
つ
と
認
定

し
た
。

　
同
時
に
、
ニ
レ
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
《
U
Φ
8
。
。
誌
》
及
び
《
評
α
R
8
ω
》
に
よ
る
方
位
測
定
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
測
差
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
二

一
時
一
四
分
と
二
一
時
二
七
分
の
《
U
。
。
8
誌
》
の
記
録
に
お
い
て
、
一
二
時
一
四
分
に
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
青
色
の
線
の
内
側
－
北
北
西
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

区
域
を
別
と
し
て
ー
に
あ
つ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
二
時
二
七
分
に
は
青
色
の
線
の
外
側
に
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　
2
　
船
舶
の
動
き
。
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
は
、
五
月
二
九
日
一
七
時
二
五
分
、
四
隻
の
漁
船
が
四
海
里
な
い
し
七
海
里
の
漁
場
に
い
る
と
の
通
報
を
う
け

て
か
ら
約
一
時
間
後
、
ト
ル
ス
ハ
ウ
ン
《
↓
ぎ
易
訂
琶
》
港
を
出
港
し
、
《
＜
Φ
ω
喜
鎚
葺
霧
目
α
》
を
通
つ
て
、
二
〇
時
三
四
分
に
《
ω
且
器
巴
薯
》
を
通
過

し
、
二
〇
時
五
五
分
に
《
鼠
巳
窪
》
と
《
ω
匡
露
舞
霧
》
の
間
の
広
い
海
に
達
し
て
、
国
旗
と
漁
業
旗
を
掲
げ
た
。
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
は
、
《
ヵ
a
9

8
ω
》
が
、
九
海
里
の
距
離
で
最
初
の
エ
コ
ー
を
と
ら
え
、
目
標
方
向
二
九
二
度
に
進
行
し
、
短
時
間
後
、
北
へ
偏
針
し
て
、
二
九
九
度
、
更
に
三
〇
八
度
方

向
に
進
行
し
た
。
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
は
、
《
3
魯
♂
弩
α
q
一
Φ
ヨ
①
浮
＆
》
に
ょ
つ
て
海
岸
の
岬
を
と
ら
え
、
そ
の
位
置
を
《
U
Φ
8
㊤
冨
》
に
よ
つ
て
距

離
と
方
位
を
確
か
め
た
。
二
一
時
一
四
分
の
《
U
の
8
ゆ
知
舷
R
》
の
ス
ク
リ
ー
ソ
上
の
エ
コ
ー
は
、
そ
の
船
舶
の
位
置
を
、
青
色
の
線
の
内
側
、
そ
の
線
上
、

そ
の
線
の
少
し
外
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
委
員
会
は
、
証
拠
に
照
し
て
、
も
つ
と
も
近
い
漁
船
が
、
そ
の
線
の
内
側
に
あ
つ
た
と
い
う
二
ー
ル
ス
エ
ベ

セ
ン
号
の
指
揮
官
の
見
解
を
全
面
的
に
了
解
し
て
、
そ
れ
と
意
見
を
同
じ
く
す
る
。

　
ま
た
証
拠
に
よ
れ
ば
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
！
号
は
、
少
く
と
も
二
一
時
〇
九
分
か
ら
二
一
時
一
四
分
ま
で
の
間
、
網
を
青
色
の
線
の
内
側
の
水
中
に
入
れ

て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
が
、
一
二
時
三
九
分
以
後
、
サ
イ
レ
ソ
と
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
に
ょ
つ
て
停
船
を
指
示
し
た
が
、
ウ
ッ
ド
（
≦
○
＆
）

船
長
は
、
信
号
を
理
解
で
き
な
か
つ
た
し
、
ま
た
そ
の
信
号
は
、
他
の
船
《
ζ
三
ぎ
＆
》
号
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
か
、
さ
ら
に
網
の
修
理
の

た
め
の
漂
流
に
ょ
つ
て
船
が
青
色
の
線
の
内
側
に
入
つ
た
か
も
知
れ
な
い
と
か
陳
述
し
た
。
し
か
し
、
委
員
会
は
、
ウ
ッ
ド
船
長
の
こ
れ
ら
の
陳
述
は
、
証
拠

　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
七
　
　
（
五
九
五
）
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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
八
　
　
（
五
九
六
）

に
ょ
っ
て
い
ず
れ
も
根
拠
を
欠
く
と
認
定
し
た
。

　
委
員
会
は
、
第
一
章
に
お
け
る
調
査
の
結
果
、
次
の
こ
と
を
評
決
す
る
。
・

　
ω
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
一
九
六
一
年
五
月
二
九
日
、
二
一
時
○
○
分
頃
か
ら
二
一
時
一
四
分
ま
で
、
そ
の
ト
・
ー
ル
網
は
青
色
の
線
の
内
側
の

水
中
に
あ
つ
た
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
青
色
の
線
の
内
側
で
漁
業
を
行
つ
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
確
か
め
ら
れ
な
か
つ
た
。

　
ω
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
一
九
六
一
年
五
月
二
九
日
、
二
一
時
O
O
分
頃
か
ら
二
一
時
一
四
分
ま
で
、
同
船
の
漁
具
は
格
納
さ
れ
な
い
ま
ま
で
青

色
の
線
の
内
側
に
あ
つ
た
Q

　
⑥
　
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
の
第
一
回
目
の
停
船
信
号
は
、
二
一
時
三
九
分
に
発
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
信
号
及
び
第
二
回
目
・
以
後
の
信
号
は
、
す
べ
て
青

色
の
線
の
外
側
で
発
せ
ら
れ
た
、
と
。
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第
二
章
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
柔
ダ
ー
号
の
享
捕
と
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
と
の
遭
遇
と
の
問
の
出
来
事

　
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
ソ
ー
リ
ン
グ
（
ω
Q
≡
お
）
艦
長
は
、
二
二
時
一
九
分
頃
、
　
望
島
大
尉
と
寄
○
薯
兵
曹
を
レ
ヅ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
に
派
遣
し

た
。
ω
①
畠
大
尉
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
《
即
毘
R
》
で
そ
の
位
置
を
、
《
田
匡
》
岬
ま
で
八
・
九
五
海
里
と
測
定
し
た
。
同
時
刻
二
二
時
二
八

分
に
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
上
で
、
》
＆
費
器
8
大
尉
は
、
《
O
。
8
㊤
旨
》
で
は
八
・
四
海
里
、
《
菊
＆
段
8
ω
》
で
は
八
・
O
海
里
と
測
定
し
て
い
た
。
更

に
二
二
時
二
九
分
の
《
3
＆
す
壁
吼
Φ
》
に
よ
る
位
置
測
定
で
は
、
八
・
六
海
里
と
さ
れ
た
。

　
守
8
大
尉
は
、
ウ
ッ
ド
船
長
を
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
連
行
し
、
同
艦
の
艦
長
室
で
会
談
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
ソ
ー
リ
ン
グ
艦
長
は
、

ウ
ッ
ド
船
長
に
対
し
て
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
掌
捕
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
そ
の
理
由
を
告
げ
た
。
ウ
ッ
ド
船
長
は
、
青
色
の
線
の
内
側
で
の
操
業
を

否
認
し
た
Q

　
こ
の
会
談
の
結
果
、
ウ
ッ
ド
船
長
が
二
…
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
に
後
続
し
て
、
ト
ル
ス
ハ
ウ
ソ
港
へ
行
き
、
到
着
後
直
ち
に
フ
ェ
・
i
ズ
諸
島
裁
判
所
で
審
理

さ
れ
か
つ
公
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
命
令
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
を
残
す
余
地
は
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
行
し
た
守
3
大
尉
と
寄
○
署
兵
曹
を
乗

込
ま
せ
た
こ
と
に
ょ
つ
て
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
船
長
が
こ
の
命
令
に
従
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
二
九
日
二
三
時
二
二
分
、
ウ
ッ
ド
船
長
は
、
ω
の
島
大
尉
ら
と
と
も
に
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
に
戻
り
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
の
後
に
従
つ
て
進
航
を

続
け
た
。
こ
の
航
行
中
、
三
〇
日
〇
二
時
五
八
分
、
ウ
ッ
ド
船
長
は
、
ト
ル
ス
ハ
ウ
ン
港
に
向
わ
な
い
こ
と
を
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
伝
え
る
よ
う
、

浮
3
大
尉
に
要
求
し
た
。
ω
の
魯
大
尉
は
、
〇
三
時
〇
五
分
船
内
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
達
し
た
。



　
委
員
会
は
、
次
い
で
、
＠
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
船
内
に
お
け
る
ω
。
9
大
尉
と
俸
○
題
兵
曹
の
状
態
、
及
び
　
⑥
発
砲
の
問
題
を
審
理
す
る
。

＠
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
ウ
ッ
ド
船
長
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
か
ら
の
干
渉
を
さ
け
、
ま
た
ω
Φ
号
大
尉
と
の
口
論
を
さ
け
る
た
め
に
、
大
尉

を
船
室
に
実
効
的
に
締
込
む
状
態
に
お
い
て
い
た
、
ま
た
年
○
贈
兵
曹
を
監
視
付
で
船
尾
に
隔
離
す
る
状
態
に
お
い
て
い
た
。

　
⑥
　
発
砲
に
関
す
る
事
実
は
、
次
の
通
り
で
あ
つ
た
。

　
〇
三
時
二
二
分
に
一
二
七
㎜
砲
発
射
、
〇
三
時
二
三
分
に
汽
笛
に
ょ
る
停
船
（
K
）
信
号
、
〇
三
時
二
五
分
に
一
二
七
㎜
砲
発
射
、
〇
三
時
二
六
分
に
汽
笛

に
よ
る
K
信
号
。
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
〇
三
時
二
三
分
以
前
に
は
、
放
送
、
汽
笛
、
空
砲
そ
の
他
に
ょ
る
信
号
は
出
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
、
ま
た
以
上

の
発
砲
と
〇
三
時
四
〇
分
の
銃
撃
は
、
停
船
の
た
め
の
警
告
尉
撃
を
意
図
し
た
も
の
で
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
を
狙
つ
て
射
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
か
つ
た
。

　
両
船
間
の
距
離
は
、
〇
三
時
三
〇
分
に
は
O
・
九
海
里
、
艦
長
が
射
撃
命
令
を
下
し
た
〇
三
時
三
八
分
に
は
O
・
四
五
海
里
に
縮
ま
つ
て
い
た
。
〇
三
時
四

〇
分
、
同
四
一
分
に
は
拡
声
機
に
よ
つ
て
繰
返
し
警
告
（
停
船
命
令
）
が
発
せ
ら
れ
た
。

　
〇
三
時
四
〇
分
に
走
査
線
に
向
つ
て
銃
撃
（
後
の
調
査
で
二
発
命
中
）
、
〇
三
時
四
三
分
に
マ
ス
ト
に
向
け
て
銃
撃
（
命
中
せ
ず
）
、
〇
三
時
四
四
分
に
四
〇

㎜
砲
マ
ス
ト
上
の
燈
火
に
向
け
て
発
射
（
命
中
せ
ず
）
、
〇
三
時
四
七
分
に
、
「
停
止
せ
よ
、
従
わ
な
け
れ
ば
船
体
を
攻
撃
す
る
」
と
呼
び
か
け
を
行
う
。
〇
三

時
五
一
分
に
四
〇
㎜
砲
船
首
に
向
け
て
発
射
（
船
名
標
後
部
擦
過
）
、
〇
三
時
五
三
分
に
四
〇
㎜
砲
船
首
に
向
け
て
発
射
（
命
中
せ
ず
）
。

　
発
砲
さ
れ
た
弾
は
、
す
べ
て
固
体
弾
で
炸
裂
弾
で
は
な
か
つ
た
。
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
は
、
全
く
減
速
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
と
遭
遇
す
る

ま
で
停
止
し
な
か
つ
た
・

　
以
上
第
二
章
に
お
け
る
調
査
の
結
果
と
し
て
、
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
評
決
す
る
。

　
ω
　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
i
号
は
掌
捕
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
結
論
は
、
ソ
ー
リ
ソ
グ
艦
長
の
宣
言
と
ウ
ヅ
ド
船
長
の
証
言
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
た
o
た
と

え
ウ
ッ
ド
船
長
が
、
公
式
に
彼
の
罪
を
否
認
し
た
と
し
て
も
、
彼
の
回
答
は
明
か
に
彼
が
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
彼
が
違
法
な
漁
業
を
理
由
と
し
て
正
当
に
掌

捕
さ
れ
た
と
思
つ
て
い
た
こ
と
を
含
意
し
て
い
た
。
ウ
ッ
ド
船
長
の
赤
い
手
帳
及
び
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
航
海
日
誌
に
記
入
さ
れ
て
い
た
覚
え
書
も
ま

た
こ
の
点
に
つ
い
て
疑
い
を
残
し
て
い
な
い
。

　
②
　
ウ
ッ
ド
船
長
は
、
相
当
の
時
間
ソ
ー
リ
ソ
グ
艦
長
の
命
令
に
従
つ
て
ト
ル
ス
ハ
ウ
ソ
港
へ
の
航
行
中
に
変
心
し
て
、
彼
の
乗
組
員
と
申
し
合
わ
せ
て
逃

走
を
企
て
、
そ
し
て
彼
が
は
じ
め
に
は
正
当
に
受
認
し
た
官
憲
の
管
轄
権
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
③
　
こ
の
逃
走
の
企
て
の
間
、
ウ
ッ
ド
船
長
は
、
じd
Φ
3
大
尉
と
函
3
召
兵
曹
を
相
当
の
時
間
隔
離
す
る
措
置
を
と
り
、
か
つ
彼
ら
を
ア
バ
ジ
ー
ソ
に
連

　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
・
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
九
　
　
（
五
九
七
）
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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
　
　
（
五
九
八
）

れ
て
行
く
意
図
を
も
つ
て
い
た
。

　
㈲
　
〇
三
時
二
二
分
の
射
撃
の
開
始
か
ら
〇
三
時
五
三
分
ま
で
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
指
揮
官
は
、
二
つ
の
理
由
で
武
力
の
正
当
な
行
使
を
こ
え
て
い

た
。
＠
　
固
体
弾
を
無
警
告
で
発
射
し
た
こ
と
。
そ
し
て
　
⑥
　
〇
三
時
四
〇
分
以
後
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
を
実
射
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
必
要

が
証
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
上
の
人
命
に
危
険
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
。

　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
、
受
認
し
か
つ
従
っ
て
い
た
命
令
に
著
し
く
違
反
し
て
逃
走
し
た
こ
と
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
乗
組
員
の
ト
・
ー
ル
船
内

で
の
隔
離
及
び
ウ
ッ
ド
船
長
の
停
船
の
拒
否
は
、
ソ
ー
リ
ン
グ
艦
長
の
側
に
お
け
る
憤
り
を
釈
明
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
情

は
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
的
行
動
を
正
当
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
委
員
会
は
、
別
の
手
段
が
試
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
そ
の
手
段
が
正
当
に
続
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
ウ
ッ
ド
船
長
を
結
局
は
停
船
に
応
じ
さ
せ
、
彼
自
身

が
以
前
に
は
従
つ
て
い
た
通
常
の
手
続
に
復
帰
す
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
え
た
で
あ
ろ
う
、
と
の
意
見
を
も
つ
て
い
る
。

　
⑥
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
提
出
し
て
い
た
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
へ
の
射
撃
と
命
中
と
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
傷
に
対
す
る
修
理
費
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
当
局
に

ょ
つ
て
負
担
さ
れ
る
の
を
妥
当
と
す
る
。
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第
三
章
　
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
と
の
遭
遇
後
の
出
来
事

　
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
と
海
軍
士
官
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
が
適
法
に
掌
捕
し
た
ト
ロ
ー
ル
漁
船
に
行
使
し
て
い
た
合
法
的
権
威
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
艦

艇
が
介
入
し
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
た
。
そ
の
非
難
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
に
拉
致
さ
れ
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
乗
組
員
の
返
還
の
事
情
な
い
し
奪
還
へ

の
介
入
に
関
係
し
て
い
た
。
委
員
会
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
代
理
人
が
、
手
続
の
過
程
で
、
浮
魯
大
尉
と
年
○
忍
兵
曹
の
返
還
問
題
に
つ
い
て
の
主
張
を
取
下
げ

た
こ
と
に
留
意
す
る
。
委
員
会
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
に
乗
組
員
が
戻
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
れ
、
事
実
上
最
善
の
解
決
策
で
あ
つ
た
と
考

え
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
フ
ェ
・
ー
ズ
当
局
の
管
轄
権
か
ら
逃
走
し
て
し
ま
つ
た
イ
ギ
リ
ス
ト
ロ
ー
ル
漁
船
上
の
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
海
軍
士
官
と
水
兵
を

ア
バ
ジ
ー
ン
に
連
れ
て
行
く
こ
と
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
第
三
章
に
関
す
る
審
査
の
手
続
の
結
果
と
し
て
、
委
員
会
は
、
次
を
評
決
す
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
グ
リ
フ
ィ
ス
（
O
艮
塗
訂
）
指
揮
官
と
他
の
士
官
は
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
と
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
間
で
の
、
暴
力
に
訴
え
よ

う
と
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
態
度
と
行
為
は
非
難
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
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五
　
お
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り
に

　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
事
件
に
つ
い
て
の
国
際
審
査
委
員
会
の
報
告
書
は
、
単
な
る
事
実
の
認
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
付
託
さ
れ
た
問
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
て
法
的
評
価
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
委
員
会
で
委
員
長
を
務
め
た
、
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ゥ
・
ヴ
ィ
シ
ヤ
ー
教
授
は
、
こ
の
事
件
の
審
査
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
委
員
会
に
委
託
さ
れ
た
事
柄
は
、
委
員
会
が
事
実
の
確
定
に
限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
を
も
つ
て
い
た
。
そ
の
審
査
は
、
実
際
に
書
面
の
提

出
か
ら
口
頭
弁
論
の
手
続
の
過
程
に
お
い
て
、
有
権
的
な
裁
判
の
形
式
の
う
ち
で
行
わ
れ
た
。
当
事
者
は
、
事
実
を
通
じ
て
法
の
決
定
を
求
め
て

い
た
。
そ
れ
は
両
国
の
陳
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
国
政
府
が
国
際
審
査
委
員
会
か
ら
期
待
し
て
い
た
の
は
、
事
実
の
法
的
な
認
定
で
あ
つ

（
2
）
た
、
と
。

　
こ
の
審
査
委
員
会
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
事
実
の
法
的
認
定
は
、
三
つ
の
章
の
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
応
じ
て
、
そ
の
意
義
を
異
に
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
第
一
章
に
お
い
て
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
、
青
色
の
線
の
内
側
で
漁
業
し
て
い
た
か
、
漁
具
を
格
納
し
な
い
ま
ま
で
い
た
か
の

事
実
の
認
定
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ン
号
の
位
置
と
行
動
、
イ
ギ
リ
ス
ト
・
ー
ル
漁
船
レ
ツ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の

位
置
と
行
動
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
・

　
　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
一
　
　
（
五
九
九
）
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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
二
　
　
（
六
〇
〇
）

　
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
が
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
を
臨
検
し
た
地
点
は
、
フ
ェ
ロ
ー
ズ
諸
島
の
岬
か
ら
約
八
・
六
海
里
の
地
点
で
あ
る

が
、
二
ー
ル
ス
ェ
ベ
セ
ン
号
が
最
初
に
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
を
視
認
し
た
と
ぎ
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
の
位
置
は
青
色
の
線
の
内
側

か
、
そ
の
線
上
に
あ
つ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
漁
船
が
網
を
投
入
し
た
状
態
で
、
少
く
と
も
網
が
青
色
の
線
内
に
あ
つ
た
と
す
れ

ば
、
五
九
年
漁
業
協
定
に
違
反
す
る
理
由
に
よ
つ
て
、
沿
岸
国
の
漁
業
取
締
船
は
、
当
該
漁
船
を
臨
検
し
、
掌
捕
し
、
沿
岸
国
の
裁
判
手
続
に
送

致
す
る
権
限
を
も
つ
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
委
員
会
は
、
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
認
定
は
、
公
海
に
関
す
る
条
約
第
二
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
沿
岸
国
に
継
続
追
跡
権
を
与
え
る
と
の
認
定
を
含
む
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
公
海
に
関
す
る
条
約
第
二
三
条
は
、
継
続
追
跡
は
、
違
反
外
国
船
が
追
跡
国
の
内
水
、
領
海
又
は
接
続
水
域
内
に
あ
る
と
き

に
開
始
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
し
、
と
く
に
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
第
二
四
条
に
規
定
す
る
二
一
海
里
の
接
続
水
域
か
ら
の
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

跡
は
、
そ
の
接
続
水
域
の
設
定
に
よ
つ
て
保
護
し
よ
う
と
す
る
権
利
の
侵
害
が
あ
つ
た
場
合
に
限
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
第
一
次
海
洋
法
会

議
の
直
後
に
生
じ
つ
つ
あ
つ
た
一
二
海
里
の
漁
業
水
域
、
と
く
に
五
九
年
デ
ン
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
漁
業
協
定
で
取
き
め
ら
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

船
を
排
除
し
た
水
域
の
法
的
性
質
は
、
当
時
の
国
際
法
に
お
い
て
明
確
で
は
な
か
つ
た
し
、
学
説
も
わ
か
れ
て
い
た
。

　
五
九
年
デ
ン
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
漁
業
協
定
が
、
国
際
法
に
お
け
る
領
海
の
境
界
画
定
又
は
漁
業
問
題
に
関
す
る
排
他
的
管
轄
の
限
界
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
の
締
約
国
が
有
す
る
見
解
を
も
害
す
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
た
の
は
、
漁
業
水
域
に
つ
い
て
の
法
的
立

場
を
棚
上
げ
し
て
、
両
国
の
漁
業
関
係
を
取
き
め
た
意
味
を
含
ん
で
い
た
。

　
審
査
委
員
会
は
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
青
色
の
線
（
六
海
里
）
の
内
・
外
に
ま
た
が
る
水
域
で
の
違
法
漁
業
の
嫌
疑
を
理
由
と
し
て
、
外
国
漁
船

を
沿
岸
国
警
備
船
が
公
海
上
に
継
続
追
跡
す
る
権
利
を
も
つ
か
ど
う
か
を
法
的
に
は
認
定
し
な
か
つ
た
。

　
次
に
、
第
二
章
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
、
デ
ソ
マ
ー
ク
当
局
に
よ
り
違
法
漁
業
の
嫌
疑
で
正
当
に
掌
捕
さ
れ
て

い
た
と
認
定
し
て
い
る
。
報
告
書
は
、
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
号
が
、
一
度
は
正
当
に
受
認
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
官
憲
の
管
轄
権
か
ら
逃
走
し
た
こ
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と
と
臨
検
官
を
船
内
に
隔
離
し
た
行
動
と
を
正
し
く
な
い
も
の
と
推
論
さ
せ
て
い
る
。
同
時
に
、
二
ー
ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
発
砲
行
動
を
武
力
の

正
当
な
使
用
を
こ
え
た
行
動
と
し
て
正
し
く
な
い
も
の
と
推
論
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
局
面
で
は
、
委
員
会
は
、
事
実
に
関
す
る
法
的
認
定
を

ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
行
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
審
査
権
の
拡
大
と
み
ら
れ
る
こ
の
点
に
関
し
て
、
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ゥ
・
ヴ
ィ
シ
ヤ
ー
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
委
員
会
が
、
漁
船

長
や
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
長
の
行
動
が
正
し
い
か
、
正
し
ぐ
な
い
か
を
認
定
す
る
権
限
を
も
つ
た
の
は
、
紛
争
当
事
国
か
ら
反
対
が
な
か
つ
た
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
な
く
、
委
員
会
が
事
実
の
単
純
な
認
定
か
ら
合
法
性
又
は
違
法
性
を
導
か
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
。

　
更
に
、
第
三
章
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
艇
の
介
入
行
動
は
、
両
船
間
の
暴
力
を
お
さ
え
る
た
め
の
行
為
と
態
度
と
評
価
し
、
イ

ギ
リ
ス
艦
艇
の
介
入
行
動
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
問
題
は
な
か
つ
た
と
評
決
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
も
し
第
一
章
で
委
員
会
が

敢
え
て
法
的
評
価
の
対
象
外
に
お
い
た
漁
業
水
域
か
ら
の
継
続
追
跡
権
の
合
法
性
、
違
法
性
の
問
題
へ
の
関
係
づ
け
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
二
ー

ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
行
使
し
た
追
跡
が
、
当
時
生
じ
つ
つ
あ
つ
た
国
際
法
に
照
し
て
合
法
か
違
法
か
を
評
決
し
え
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
し
て
二
ー

ル
ス
エ
ベ
セ
ソ
号
の
追
跡
が
正
当
な
継
続
追
跡
権
で
あ
る
と
認
定
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
艦
艇
の
介
入
行
動
へ
の
国
際
的
評
価
は
異
な
つ
た
か
も
知

れ
な
い
。
審
査
手
続
の
過
程
に
お
い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
こ
の
問
題
を
取
下
げ
、
審
査
委
員
会
の
任
務
外
と
し
た
の
は
、
事
件
を
裁
判
で
な
く
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

査
に
付
託
し
た
配
慮
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
審
査
報
告
に
、
紛
争
当
事
国
は
多
分
決
し
て
法
的
に
満
足
で
あ
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
両
当
事
国
は
審
査
報
告
に
順
拠
し
て
相
互

に
請
求
を
行
う
こ
と
な
く
事
件
を
決
着
さ
せ
た
。

　
レ
ッ
ド
ク
ル
セ
イ
ダ
i
号
事
件
で
審
査
対
象
と
な
つ
た
事
柄
は
、
不
確
か
な
法
と
異
常
な
事
実
と
が
交
錯
し
た
微
妙
な
問
題
を
含
ん
で
い
た
。

事
件
の
経
過
は
、
単
純
な
継
続
追
跡
権
の
問
題
と
し
て
純
化
で
き
な
い
情
況
を
示
し
て
い
た
。

　
今
や
海
の
国
際
法
は
、
こ
の
事
件
が
生
じ
た
二
〇
年
前
に
比
較
し
て
大
き
く
変
化
し
、
漁
業
水
域
や
排
他
的
経
済
水
域
の
法
的
性
質
や
継
続
追

　
　
　
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
三
　
　
（
六
〇
一
）
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国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
の
事
実
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
四
　
　
（
六
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

跡
権
に
関
す
る
不
確
か
さ
を
払
拭
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
沿
岸
国
の
海
に
対
す
る
管
轄
権
が
拡
大
さ
れ
、
沿
岸
国
の
管
轄
水
域
で
活
動
す
る
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

国
船
舶
が
増
加
す
る
現
状
を
考
え
る
と
き
、
わ
が
国
の
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
手
段
の
な
か
に
、
国
際
審
査
制
度
を
積
極
的
に
加
え
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

つ
い
て
、
ま
た
海
上
保
安
の
任
務
に
当
る
巡
視
船
お
よ
び
海
外
で
活
動
す
る
外
航
商
船
や
漁
船
の
装
備
や
行
動
に
対
し
て
、
こ
の
事
件
の
審
査
報

告
は
今
な
お
教
訓
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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く
に
イ
ギ
リ
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の
フ
ィ
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モ
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リ
ス
卿
と
日
本
の
小
田
滋
教
授
の
見
解
に
つ
い
て
は
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拙
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続
追
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権
の
法
理
『
国
際
法
学
の
諸
問
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前
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デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
に
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
管
轄
権
の
受
諾
宣
言
国
で
あ
り
、
事
件
を
国
際
司
法
裁
判
に
付
託
す
る
こ
と
に
障
害
は
な
か
つ
た
。
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ス
q
囚
8
昌
O
o。
y

　
　
な
お
当
時
、
領
海
条
約
も
公
海
条
約
も
未
発
効
で
あ
つ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
六
〇
年
三
月
一
四
日
批
准
を
行
い
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
事
件
当
時
未
批
准
で
あ
つ
た
。

（
7
）
　
一
九
八
二
年
、
第
三
次
海
洋
法
会
議
で
採
択
さ
れ
た
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
連
条
約
　
第
二
【
条
第
二
項
は
、
追
跡
権
は
、
排
他
的
経
済
水
域
又
は
大
陸
棚
に
お
い
て
、
こ

　
の
条
約
に
従
い
当
該
排
他
的
経
済
水
域
又
は
大
陸
棚
に
適
用
さ
れ
る
沿
岸
国
の
法
令
の
違
反
の
場
合
に
準
用
す
る
、
と
規
定
し
た
。

（
8
）
留
三
。
§
3
∪
ご
．
、
ミ
。
ミ
斜
§
笥
ミ
ミ
恥
鴇
§
牒
一
①
ω
韓
暮
ψ
8
衰
雷
奨
”
い
．
蝉
暮
留
ω
醤
藷
凶
。
蝕
o
参
α
。
ω
O
o
馨
。
暮
口
。
濤
α
①
一
帥
田
矯
①
α
Φ
一
G
。
8
9
一
8
刈

　
の
ξ
勾
聲
一
①
5
Φ
日
饗
9
昔
琴
α
①
ω
0
8
簑
＄
ぎ
3
旨
畳
。
召
爵
．
、
り
ト
§
ミ
＆
這
等
§
略
禽
物
魯
b
さ
魯
、
ミ
鳴
ミ
ミ
軌
§
ミ
一
白
（
一
8
一
）
も
p
認
①
ー
濯
一
・

（
9
）
　
昭
和
五
七
年
一
月
一
五
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
域
で
、
化
学
薬
品
タ
ン
カ
ー
「
へ
つ
ぐ
」
号
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
空
軍
機
に
よ
つ
て
銃
撃
さ
れ
た
事
件
は
、
外
交
交
渉
に
よ
つ
て
同
年

　
九
月
六
日
解
決
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
　
昭
和
五
七
年
九
月
六
日
）
。


